
ＱＣサークル山形・秋田地区事務局
Ａｓｔｅｍｏ㈱ 秋田安全衛生課

土場 祐子 行き

＊参加申込みから２日経過しても返信がない場合、お手数ですが

メールかＴＥＬで確認をお願い致します。

＊締め切り：２０２６年０５月２２日（金）

第３４５回 ＱＣサークル山形・秋田地区

ＱＣサークル中級研修会 参加申込書

会 社 名

所 在 地
〒

TEL： FAX：

会社概要

従業員数：約 人  

業種：

主要製品：

連絡担当者

所属： 役職：

氏名：

E-mail：

参加者氏名

（フリガナ）

1 ４

2 ５

3

参 加 費
（テキスト代、

昼食代含み）

賛助会員 ６,000円×（ ）名＝ 円

工業会会員 ・一般会社 ８,000円×（ ）名＝ 円

請求書発行：( )

合計 円

領収書発行：( )

＊請求書発行，領収書発行が必要であれば“○“，不要であれば”×”

参加費の

振込み先

秋田銀行（金融機関ｺｰﾄﾞ:０１１９） 横手支店（支店ｺｰﾄﾞ:３４１）

普通預金口座 ７７７６２０

ＱＣサークル山形・秋田地区事務局 代表 土場 祐子（どばゆうこ）

振込み期限 ２０２６年 ０６月３０日（火）

別紙、事前調査票（申込書②③）もご提出をお願いいたします。

申込書①



参加申込№２ ※該当項目は■にしてください。

参加者氏名 性別 □男性 □女性 年齢

役 割
□管理監督者 □推進者 □リーダー □事務局 □メンバー

 □その他（ ）

１．問題解決型ＱＣストーリは活用していますか？
□常に活用している □たまに活用する □今後おおいに活用したい

２．職場にて、いろんなＱＣ手法を活用していますか？

□常に４種類以上活用している  □パレート図と特性要因図のみ活用する
□今後多くのＱＣ手法を活用したい

３．データの「ばらつき」に着眼して、改善に役立てていますか？

□常に「ばらつき」に着眼し層別，時系列の考え方を取り入れている
□たまに「ばらつき」に着眼し層別、時系列の考え方を取り入れている

□今後多いに「ばらつき」に着眼していきたい

参加申込№１ ※該当項目は■にしてください。

参加者氏名 性別 □男性 □女性 年齢

役 割
□管理監督者 □推進者 □リーダー □事務局 □メンバー

 □その他（ ）

１．問題解決型ＱＣストーリは活用していますか？
□常に活用している □たまに活用する □今後おおいに活用したい

２．職場にて、いろんなＱＣ手法を活用していますか？

□常に４種類以上活用している  □パレート図と特性要因図のみ活用する

□今後多くのＱＣ手法を活用したい

３．データの「ばらつき」に着眼して、改善に役立てていますか？

□常に「ばらつき」に着眼し層別，時系列の考え方を取り入れている
□たまに「ばらつき」に着眼し層別、時系列の考え方を取り入れている

□今後多いに「ばらつき」に着眼していきたい

ＱＣサークル山形・秋田地区事務局
Ａｓｔｅｍｏ(株) 秋田安全衛生課 土場 祐子行き

第３４５回 ＱＣサークル中級研修会 事前調査票

１．連絡担当者の方がご記入ください。 ※該当項目は■にしてください。

会 社 名

小集団名称
□ＱＣサークル □小集団改善サークル □ＺＤ □ＴＰＭ

□その他（ ）

導入年月 □昭和 □平成 年 月 サークル数

２．派遣責任者の方が研修会へ参加させる目的をご記入ください。

３．以下、参加者の方がご記入ください。（参加者全員）

申込書②



参加申込№５ ※該当項目は■にしてください。

参加者氏名 性別 □男性 □女性 年齢

役 割
□管理監督者 □推進者 □リーダー □事務局 □メンバー

 □その他（ ）

１．問題解決型ＱＣストーリは活用していますか？
□常に活用している □たまに活用する □今後おおいに活用したい

２．職場にて、いろんなＱＣ手法を活用していますか？

□常に４種類以上活用している  □パレート図と特性要因図のみ活用する

□今後多くのＱＣ手法を活用したい

３．データの「ばらつき」に着眼して、改善に役立てていますか？

□常に「ばらつき」に着眼し層別，時系列の考え方を取り入れている
□たまに「ばらつき」に着眼し層別、時系列の考え方を取り入れている

□今後多いに「ばらつき」に着眼していきたい

参加申込№４ ※該当項目は■にしてください。

参加者氏名 性別 □男性 □女性 年齢

役 割
□管理監督者 □推進者 □リーダー □事務局 □メンバー

 □その他（ ）

１．問題解決型ＱＣストーリは活用していますか？
□常に活用している □たまに活用する □今後おおいに活用したい

２．職場にて、いろんなＱＣ手法を活用していますか？

□常に４種類以上活用している  □パレート図と特性要因図のみ活用する

□今後多くのＱＣ手法を活用したい

３．データの「ばらつき」に着眼して、改善に役立てていますか？

□常に「ばらつき」に着眼し層別，時系列の考え方を取り入れている
□たまに「ばらつき」に着眼し層別、時系列の考え方を取り入れている

□今後多いに「ばらつき」に着眼していきたい

申込書③

参加申込№３ ※該当項目は■にしてください。

参加者氏名 性別 □男性 □女性 年齢

役 割
□管理監督者 □推進者 □リーダー □事務局 □メンバー

 □その他（ ）

１．問題解決型ＱＣストーリは活用していますか？

□常に活用している □たまに活用する □今後おおいに活用したい

２．職場にて、いろんなＱＣ手法を活用していますか？

□常に４種類以上活用している  □パレート図と特性要因図のみ活用する

□今後多くのＱＣ手法を活用したい

３．データの「ばらつき」に着眼して、改善に役立てていますか？

□常に「ばらつき」に着眼し層別，時系列の考え方を取り入れている
□たまに「ばらつき」に着眼し層別、時系列の考え方を取り入れている

□今後多いに「ばらつき」に着眼していきたい
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